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浅沼  実・渡辺  彬  

1 日 的   

肉豚生産費の節減と、飼料資源の有効利用をはかるために、各座食晶製造柏原の飼料的場値  

と、その利用法を究明するために、本年度lま白米株について試蛾を実施した。  

2．試験構成   

A 養分量に関する試験  

一一般魁成および消化率  

8 肥育試験  

発育・肉質および飼料の経済性  

5．対象飼料   

製薬原料として使用される米のうち．「せんべい」囁料とする場合にほ・米を鴇精して   

清酒業から出される「自ぬか」に近い続が飼料用として利用されているので．これを対象飼   

料とした。   

A 表分量に幽する試験  

1．試験方法の概要  

供試豚は、当場生産のランドレース種2頗な円いて、個体毎にケージに収容し、糞尿を  

分離採取できるよう、夫々受皿を設けて毎朝1国これを秤鼓し、消化率の測定は全袈採取  

法により常法に従って行ウた。  

なお、供試飼料lま単品で給与した。  

2．試験の結果  

飼料価値は表1に．示すとおりであった。  

表1 供託飼料の飼料価値  

区  分  有機物竜粗舶貨   粗脂肪      粗灰分  養分総量  白 米 煉  85．74  2U．0  8．54  55－d5  t75  卜占1  1 l‾   
消 化 率  90．088719   81）．95  95＿D2  15．14  l l‾  
可消化成分  75．45 17AA   占．75  5D．98   口 0．2d ＿ 】   8う．87   
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すなわち、白米糠のDC Pは17、TDNは85 と高いので、養豚飼料と  

して利用するに当っては、脂肪含量から軟脂等肉質面への配慮肯することにより、有効利  

用することが可能であろう。   

B 肥育試験  

t 試験方法  

（1）供試豚  

当場生産のランドレース種2腹から雌4頭、去勢姓8頭を供試し、これを両区に配分  

した。  

提）試験期間  

各個体毎に20kクから9Dkタ到達までの昭和47年11月15日から48年5月24  

日まで  

別 管理  

供試牒をエ、産肉能力検定豚房に単飼とし、一般管理は、塵肉能刀検定方式によって行  

った。  

勘 給与飼料と給与日長  

対照区には検定1号および2号を、試験区には、検定飼料に白米糠50％を配合し、  

前期飼料DCP14，d、Tl）N72．7＿後期飼料DCP15．d、TI）N75．4、の試験  

飼料を給与した。  

2．試験の結果  

（1）採食状況と盛唐状態  

試験中の全期間を通じて、両区とも採食状況は良好であったが、試験虐、対照区とも  

各1頭監ついては、90kg到達8令が194日とやゝ8叙を要しており、Tompson  

の棄却威定粟よって、これら2頭については＿ 集計から除外したほかは、何れも順調な  

発育をみた。  

【勾 発育  

所要日放およぴ1日平均増体電は衰2に示すとおり試験屡が優れており、特に5［l極  

以降の後期についてほ、1日平均増体凰で．対雌区の占‘1士54タ㌢こ対して、試鹸区  

iま8・ld±占9ダと著しい差を示しており、有意性を検定したところ、後期問および前  

期聞について、有意性が認められた。  
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蓑2  発 育 成 績  

■   ■ヨ■■矧■■齢   1日  2D～5D幅 50～90kダ  2D－90kg  2□～5（〕kク    115  554士d5  55日   占［）日  55日 49日 Lw、．．．、．．  10d  559士2d   
表5  1日平均増体重有意差検定   

（1J前期聞の1日平均増体毛有意差検定  

変  動  自 由 度  分  散  ダ  有意差】   

飼料間  547   547  D．51   なし   

個体差  9占A7   9   1071  

ニ十  

（2J後期間の1日平均増体毛有意差検定  

（5J全朗間の1日平均増体重有意義検定  

変  動  自 由 度  分  散  F  有意羞  飼料問  8009  ロ  8009  85、1（；5  ※  個体差  84（らd  9  94D4  
（5J飼料消費量  

試秩期間中の飼料消費量は、表dに示すとおりで、試験庄ほ対照区と比べて55kg  

少なく、従って、飼料費求率も、対照底の5．89に対して、試験区はう．d2と低く、  

特に、50kg以降の後朗問の羞が発育成績同様著しい。  

しかし、これを養分摂取量で比較すると表5に示すように、じCPでは試験区がや  

や多く、TDNでは対照区がやや多くを消鎖していた。  
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表4  飼料消 費量  

表5  養分摂取量  

着分量  
区 分  

対照l墓  検定Ⅰ号 9t2k9  検定丑号 181．5kク  膏 272．5k好   
試験区  前期飼料 95．Ak伊  ！後期飼料 1dd．Okg  計 25鼠4kg   575   1k，増体当り T玉）㌧N量 2．7dk才      DCP 55．1k夢  T．・DN 195．Okg                          178．8  」2■5d  
匝J屠体調養成績  

試験終了後常まに従って．供託豚をと殺解体して調査な行った結果は表古から蓑8に・  

示すとおりである。   

表占  脂肪層の厚さ  

l夏 分  

カ タ  ・ヒ  コ づ／  対照区  2．9る（双  1．d4（m  2．52（一皿  試験区  5．1d  巨d8  2．d8   平均  前  中  後    58cm  11－l  1．2（Ⅶ  5，2cm  1．        28  1   
表7  と 体測定値  
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表8  肉 質 一評 価  

得  点  
区 分  
一般外観  肉 質 脂 肪  肩   

対照区   78．4   7鼠2   84．0   80．D   

試験t云   75．d   1 796 
84．□   78．D  

以上のとおり、武威区のと体は、対照慮と比べて、背脂肪の厚さや、屠体の長さ、大割   

肉片の割合等については、余り羞が踏められなかったが、と肉歩留が低かったことおよび  

屠体の得点率において、一般外観、嵐、背膿、腿の各部の厚さが不足していたために、対   

照区と比べてやや劣っており、肉質上の欠陥は醒められなかったが販売祇においてはやや   

低く評価された。   

（5】飼料の経済性  

本試験常牒いた白米糠の経済性を検討すると表9から表10に示すように、卿は試験区航   

1500余円少なく、約15％の節減となっているが、売上額に占める飼料費の割合では、  

販売評価額の影響をうけて経営収支上の有利性が盗められなかった。  

表9 供試飼料の単偵rlkダ当り）  

表1〔l飼 料 費  

均本1kク当り  枝肉1kク当り   
×108  

前期飼料  後期飼料   言十   飼 料 費  飼料塑  区 分  飼  料  費        芸≡芸 58．d2％              174円20銭 u  対照区  5．d19  d．5 2i∋  見947円 ‖  142門1口銭  1試奴区  5．55 4  5．0 59  8，595  119円9D滅  15D円90銭  5占・5D   
j   

5．要 約   

都市養豚に流通している錐飼料の飼料的価値を究明するため、「せんべい」製造過程で飼料  

用として流通している白米機紅ついて試験を行ったので、その結果を要約すれば次のとおりで  
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ある。   

（1J白米僚のDCPほ約17、TD伸ま約85であった。   

〔2J膿産肉能力倹定飼料に本飼料を50％配合した飼料を給与した結果、各部の肉厚が不足し  

た孝枝肉形質上の欠陥が認められたが、発育速度や飼料要求率が倭れており、発育速度につ  

いては．対照虜との問に有意性が認められた（  

飢 白米練の利用によって飼料費は15％節減されたが．販売評価額の影劉をうけて経営収支  

上の有利性は認められなかっ丈二。  
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